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第60回18歳意識調査「GDP・新NISA・モビリティ」
調査概要

全国の17歳～19歳男女

1,000
※性年齢別の人口比率に合わせ、下記の通り割り付けを実施。

2023年12月1日（金）～12月4日（月）

インターネット調査

注記1：回答者がインターネット利用者に限られるなど、回答者に何らかの偏りが生じる可能性があり、
必ずしも日本全体の17～19歳男女に妥当するものではない。

注記2：本編の図表の数値は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100％と
はならない。

17歳 18歳 19歳 計
男 165 173 176 514

女 156 164 166 486

計 321 337 342 1,000

調査対象

回答数

実施期間

調査手法
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提示文章①

本アンケートでは、2023年に注目を集めたトピックについてお聞きします。

2023年10月に国際通貨基金（IMF）より、最新の経済見通しが発表さ
れました。日本のGDP（※）及び国際競争力について、あなたの考えをおきか
せください。

※英語表記「Gross Domestic Product」の略で「国内総生産」のこと。国内で、1年間に新し
く生みだされた生産物やサービスの金額の合計で、その国の経済力の目安によく用いられます。
（中略）名目GDPは実額で表されますが、実質GDPは物価の変動分を考慮（インフレ調整）
した数字です。

情報提供：株式会社時事通信社
（出所）わかりやすい用語集 解説：ＧＤＰ（じーでぃーぴー） | 三井住友DSアセットマネジメント
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日本の名目GDPランキングについての認知
日本の名目GDPランキング低下について「知っていた」と回答したのは全体の3割弱。性別に
見ると、男性では3割以上が「知っていた」と回答。

質問1：IMFは、日本の2023年の名目GDPが世界３位から４位に転落する見通しを示しま
した。あなたはこのことについて知っていましたか。（単一回答）

5

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

26.4

34.8

17.5

73.6

65.2

82.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

知っていた 知らなかった



将来についての不安
日本の名目GDPランキング低下を踏まえ、全体の約7割が日本の将来について「不安があ
る」（※）と回答。また、自分の将来について「不安がある」（※）と回答したのは全体の約6割。
※ 「不安がある」、「少し不安がある」の合計。

質問2：日本の名目GDP が世界４位に転落する見通しであることを踏まえ、あなたは不安が
ありますか。 （単一回答）

6

日本の将来 自分の将来

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

30.1

32.3

27.8

40.7

38.3

43.2

10.3

10.5

10.1

2.4

3.3

1.4

16.5

15.6

17.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0100.0
(%)

不安がある 少し不安がある あまり不安はない
不安はない 特に何も感じない

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

25.0

24.7

25.3

37.9

37.2

38.7

16.3

17.9

14.6

3.6

4.7

2.5

17.2

15.6

18.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0100.0
(%)

不安がある 少し不安がある あまり不安はない
不安はない 特に何も感じない



日本の名目GDPランキングの推移予測
日本の名目GDPランキングについて、全体の7割近くが「今後も下降する」もしくは「どちらかと
いうと今後も降下する」と回答。男性は女性よりも「今後も下降する」と回答した割合が11.3
ポイント高い。

質問3：日本の名目GDPの世界ランキングは、今後どのようになると考えますか。（単一回答）
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全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

2.0

2.3

1.6

6.1

6.6

5.6

25.2

24.3

26.1

49.8

44.4

55.6

16.9

22.4

11.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

今後は上昇する どちらかというと今後は上昇する
現状を維持する どちらかというと今後も下降する
今後も下降する



提示文章②

次に、2024年1月からスタートする新しいNISA（以降、新NISA制度と呼
ぶ）についてお聞きします。
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新NISA制度についての認知
2024年1月から新NISA制度が始まることについて全体の4割以上が「知っていた」（※）と回
答。具体的な内容も含めて知っていたのは、男性では約10%、女性では約5%。
※ 「具体的な内容を含め、新NISA制度が始まることを知っていた」、「具体的な内容は知らないが、新NISA制度が
始まることは知っていた」の合計。

質問4：2024年1月から新NISA制度が始まることを知っていましたか。（単一回答）

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

7.2

9.7

4.5

36.8

40.9

32.5

56.0

49.4

63.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

具体的な内容を含め、新NISA制度が始まることを知っていた
具体的な内容は知らないが、新NISA制度が始まることは知っていた
新NISA制度が始まることを知らない/ 聞いたことがない



投資による資産形成への関心
投資による資産形成について、全体の約4割が「関心がある」（※1）と回答。男性では「関心
がある」（※1）との回答が「関心がない」（※2）との回答を上回る一方で、女性では「関心がな
い」（※2）との回答が「関心がある」（※1）との回答を上回る。
※1 「関心がある」、「どちらかといえば関心がある」の合計。※2 「関心がない」、「どちらかといえば関心がない」の合計。

質問5：あなたは、投資による資産形成に関心がありますか。（単一回答）
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全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

14.4

15.8

13.0

27.0

29.6

24.3

13.6

14.4

12.8

15.7

15.0

16.5

29.3

25.3

33.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

関心がある どちらかといえば関心がある
どちらでもない どちらかといえば関心がない
関心がない



魅力的な投資先

質問6：投資先として、最も魅力的と感じるものはどれですか。（単一回答）
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最も魅力的な投資先については、「わからない・現段階で具体的にイメージしているものはな
い」との回答が最も多く、男性の約5割、女性の約6割を占める。これを除くと、女性では「国
内株式」、男性では「外国株式」（※）と回答が最も多かった。
※ 「外国株式（先進国株式）」、「外国株式（新興国株式）」の合計。

その他

わからない・現段階で具体的に
イメージしているものはない

国内株式

外国株式（先進国株式）

外国株式（新興国株式）

国内債券

外国債券（先進国債券）

外国債券（新興国債券）

19.4

13.2

5.7

2.3

1.6

0.8

0.3

56.7

20.8

15.0

8.2

2.1

2.1

1.0

0.6

50.2

17.9

11.3

3.1

2.5

1.0

0.6

0.0

63.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)全体 (n=1,000) 男性 (n=514) 女性 (n=486)

※「その他」、「わからない・現段階で具体的にイメージしているものはない」を除き、全体の降順で掲載。



魅力的な投資先

質問6：投資先として、最も魅力的と感じるものはどれですか。（単一回答）
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最も魅力的な投資先については、投資による資産形成に関心がない人の約8割、投資によ
る資産形成に関心がある人でも約3割は、「わからない・現段階で具体的にイメージしている
ものはない」と回答。これを除くと、投資による資産形成に関心がある人は「外国株式」（※）、
投資による資産形成に関心がない人は「国内株式」との回答が最も多かった。
※ 「外国株式（先進国株式）」、「外国株式（新興国株式）」の合計。

その他

わからない・現段階で具体的に
イメージしているものはない

国内株式

外国株式（先進国株式）

外国株式（新興国株式）

国内債券

外国債券（先進国債券）

外国債券（新興国債券）

19.8

13.4

5.4

1.7

1.6

0.9

0.3

56.7

29.5

22.5

9.2

2.4

2.4

1.4

0.2

32.4

10.9

5.1

2.0

1.1

0.9

0.4

0.4

79.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

(%)

全体 (n=864)
投資による資産形成に関心あり (n=414)
投資による資産形成に関心なし (n=450)

※「その他」、「わからない・現段階で具体的にイメージしているものはない」を除き、全体の降順で掲載。



投資に関する情報源

質問7：どのような媒体で、投資による資産形成に関する情報に触れたことがありますか。
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投資による資産形成に関する情報に触れた媒体については、「テレビ」「インターネット検索」
「X（旧Twitter）」 「YouTube」の順に多かった。

家族（親・祖父母・兄弟など）
との会話

Facebook

書籍・雑誌

その他

情報に触れた記憶がない
／あてはまるものはない

YouTube

TikTok

学校の授業

ラジオ

ニュースサイト

その他のSNS

テレビ

インターネット検索

Instagram

X （旧Twitter ）

まとめサイト・ニュースアプリ

43.8

23.3

17.5

17.0

17.0

15.6

10.5

7.8

42.8

26.1

19.5

21.2

14.2

16.7

8.8

11.1

44.9

20.4

15.4

12.6

20.0

14.4

12.3

4.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)全体 (n=1,000) 男性 (n=514) 女性 (n=486)

7.2

4.8

4.5

3.9

2.2

0.5

1.3

25.0

5.8

4.5

4.5

4.3

3.1

0.6

1.2

23.7

8.6

5.1

4.5

3.5

1.2

0.4

1.4

26.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)全体 (n=1,000) 男性 (n=514) 女性 (n=486)

※「その他」、「情報に触れた記憶がない／あてはまるものはない」を除き、全体の降順で掲載。



提示文章③

先月、自動車の最新技術や移動手段の未来像を披露する展示会「ジャパ
ンモビリティショー2023」が開催されました。最後のトピックとして、あなたの
「自動車」や「モビリティ（ヒトやモノの移動）」に対する考えを、お答えくださ
い。
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将来の自動車・モビリティに対する期待
将来の自動車・モビリティに対して期待することとしては、「事故が減少すること」「道路渋滞が
解消すること」「移動による環境負荷が低減すること」の順に多く挙げられた。

質問8：あなたは、将来の自動車・モビリティに対して、期待を感じていることはありますか。

15 ※「その他」、「特に期待していることはない」を除き、全体の降順で掲載。

自家用車の保有コストが減少すること

加齢・障がいの有無に関わらず運転が可能になること

細やかなニーズに応じた移動手段が選択できるようになること

その他

事故が減少すること

道路渋滞が解消すること

移動による環境負荷が低減すること

物流が効率化すること

移動コストが減少すること

自動運転で自家用車でも移動時間が活用できるようになること

特に期待していることはない

41.6

26.8

25.4

22.0

21.8

18.7

17.2

14.5

13.2

0.6

24.9

41.4

29.6

24.7

27.2

27.2

20.0

20.2

14.6

14.6

0.8

22.8

41.8

23.9

26.1

16.5

16.0

17.3

14.0

14.4

11.7

0.4

27.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=514) 女性 (n=486)



将来の自動車・モビリティに対する不安
将来の自動車・モビリティに対して不安に感じていることとしては、「高齢化によって高齢者の
事故が増えること」「各種機能の誤作動により乗り物の制御ができなくなること」「自家用車の
保有コストが増加すること」の順に多く挙げられた。

質問9：あなたは、将来の自動車・モビリティに対して、不安に感じていることはありますか。

16 ※「その他」、「特に不安に感じていることはない」を除き、全体の降順で掲載。

その他

特に不安に感じていることはない

高齢化によって高齢者の事故が増えること

各種機能の誤作動によって
乗り物の制御ができなくなること

自家用車の保有コストが増加すること

移動による環境負荷が増加すること

移動コストが増加すること

物流量が増加すること

39.3

24.2

16.8

16.6

14.6

8.0

0.6

30.1

39.3

25.7

19.3

16.1

16.7

8.9

0.8

29.2

39.3

22.6

14.2

17.1

12.3

7.0

0.4

31.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)

全体 (n=1,000) 男性 (n=514) 女性 (n=486)



高齢者の免許返納への考え

質問10：あなたは、一定の年齢に達したら、免許返納を義務化するという案について、どのような
考えを持っていますか。（単一回答）
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一定の年齢に達したら免許返納を義務化するという考え方について、全体の8割近くは「賛
成」（※）と回答。※ 「賛成」、「どちらかといえば賛成」の合計。

全体
 (n=1,000)

男性
 (n=514)

女性
 (n=486)

48.7

47.5

50.0

28.5

27.0

30.0

14.5

15.4

13.6

4.9

5.4

4.3

3.4

4.7

2.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0
(%)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらともいえない
どちらかといえば反対 反対



高齢者の免許返納への考え

質問11：「一定の年齢」とは、何歳くらいをイメージしていますか。（単一回答）
※質問10で「賛成」「どちらかというと賛成」と回答した人に表示
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免許返納を義務化すべき年齢のイメージとしては「70歳」との回答が最も多く、全体の約3割
を占める。また、全体の約3割は高齢者講習の対象外である「60歳以下」もしくは「65歳」を
イメージすると回答。

90歳以上

わからない

60歳以下

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

3.6

24.5

29.5

21.9

15.0

2.8

0.8

1.8

4.2

24.8

30.8

20.4

15.1

2.3

0.5

1.8

3.1

24.2

28.3

23.4

14.9

3.3

1.0

1.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0
(%)全体 (n=772) 男性 (n=383) 女性 (n=389)
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